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AVS入門(3)

AVS入門(3)
伊東栄典I

1　AVSへ入力できる標準のデータ・フォーマット

九州大学大型計算機センターでは,流体解析,分子設計などさまざまな分野で用いることのできる可視

化システムとしてAVS (Application Visualization System)を提供しています・

九州大学大型計算機センターにおけるAVSの利用開始方法については,文献l3]で説明いたしました・

文献[4]ではAVSに標準で備わっているデータ・フォーマットについて解説を行ないました・標準データ・

フォーマットには以下の5つがあります.

1.フィールド・デ-タ(Field Data)

2.イメージ・データ(Image Data)

3.ボリューム・データ(Volume Data)

4. UC】⊃データ(Unstructured Cell Data :非構造格子データ)

5.ジオメトリ・データ(Geometry Data)

今回は5番目のジオメトリ・データについて説明します.

2　ジオメトリ・データ

ジオメトリ・データは3次元の幾何データを表曳するために用います.たとえば飛行機の全体像,街並,

などです.最近のCGやビデオゲーム機に詳しい方ならポリゴンと称した方がわかりやすいかもしれませ

ん.ジオメトリ・データでは,ポリゴンの頂点座標値やそのつながりといった形状自体の定義がなされてい

ます・フィールド・データ, UCDデータを3次元に可視化する場合は,マッハ-モジュールを用いてフォ「
マットを変換し,ジオメトリ・ビューワに入力します.

2.1　データ変換

ジオメトリ・データの書式(フォーマット)は公開されていません.そのため利用者がジオメトリ・デー

タを扱う場合には,フィールド・データやその他の形式で記述したデータをジオメトリ・データに変換す

る必要があります.変換したデータをジオメトリ・ビューワに送ると,そのデータが表示されます.

変換をする方法は2つあります.

(1)ユーザ自身がAVS側で用意されているgeom関数(データ変換プログラム)を使用してデータ変換プ

ログラムを作成し,直接ジオメトリ・データを作成する方法です.データの流れは図1のようになり

ます.データ変換プログラムは以下に示す関数を用いて作成します.

GEOMadcLpolyl me

GEOMadd_p olygon

GEOMadd_float_colors
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解　　　　説

図1: geom関数を使用した場合

(2)特定のアスキー形式のデータをジオメトリ・データに変換するフィルターがAVSに用意されていま

す.ユーザのデータを自作のデータ変換プログラムを用いて一度アスキーデータに変換します.その

後フィルターを使用してAVSジオメトリ・データを作成する方法です.データの流れは図2のように

なります.

一　　.・　一　　　　　　一　　　　　　一

図2:フィルターを使用した場合

(2)で示しているフィルターを使用する方法でジオメトリ・データを作成する方が簡単です・以後. (2)

の方法について説明します.

2.2　ジオメトリ・データへのフィルター

AVSには,次に示すような基本的なプリミティブ(メッシュ,ポリゴン,球)のアスキーデータをジオメ

トリ・データ-変換するフィルターが用意されています.

享〒三
フィルタープログラムは"/usr/avs/bin/"ディレクトリに入っています.プログラムのソースコード

も提供されており, `ソusr/ays/filter/"ディレクトリの置いてあります.上記のプログラムを利用して

データ変換を行なう場合,以下のように入力します.

/usr/avs/bin/フィルタ一名く入力ファイル名>　出力ファイル名

"<"と">''はUNIXのリダイレクトです. "<"でフィルタープログラム-の入力を,入力ファイルの内

容であると指定しています. ">"で出力先を指定します　55-j.55の後にファイル名を指定すると,出力はその

ファイルの中に書込まれます・例えば, sainple.polyhというファイルに入っているデータを, polyh_to名eOm
プログラムを用いてジオメトリ・データに変換する場合は以下のように入力します.

kyu-cc /, /usr/avs/bin/polyh_to_geom　く　sa皿ple.polyh. > sample.geom
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上記の操作でsample.polyhファイルのデータが, polyh_to_geomプログラムに読み込まれ,そこで処

理されてジオメトリ・データに変換されて, sample.geomファイルの中に記録されます・出力ファイル名

の拡張子は" geomにします・これは, AVSのジオメトリ・ビューワは,拡張子がgeomであるファイル

のみを読み込むからです.

3　アスキーファイルのデータ書式

ジオメトリ・データにおけるアスキーファイルの書式は以下の4つがあります.それぞれの書式で記述

したデータは,対応するフィルター・プログラムを用いでジオメトリ・データに変換できます.

・多面体(Polyhe血on)

●非接続多面体(Disjoint polygon)

●球(Sphere)

●メッシュ(Mesh)

以下,各データ書式について説明します.

3.1多面体データ(Polyhedron)

ポリゴンを生成するためのデータ書式の一つです.データの書式を図3に示しています.図に示してい

るように,各ポリゴンを構成する頂点の並びを番号で指定します.多面体データを格納するファイルには,

".polyh"という拡張子を付けます.ジオメトリ・データに変換するためにはpolyh_to㌘eomを用います.

facetまたはsmoothを指定

オブジェクトの全項点数

頂点1の座標
頂点2の座様

頂点nの座横

面1の頂点教
面1の頂点並び

面2の頂点教
面2の頂点並び

白瓜msm-:ヨ
面Mの頂点並び

図3:多面体データ

頂点番号の並びにより
泣鼻の向きが決定する

図4で示している様な三角錐を作成する例を考えます.次の図5のように頂点と面を考えれば,データ

を作成することができます.三角錐を表わすデータは図6のようになります.
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解　　　　説

頂点番号と
各tmsSmmm R

z
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Ⅹ

図4: Polyhe血onデータの例

頂点番号を賭び
面を作成する

Z

EC>

図5:データの作成

頂点1の座標
頂点2　〟
頂点3　〃
頂点4　〟

面1の頂点並び

面2　　〝

面3　　〃

面4　　〝

図6:三角錐のデータ
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3.2　非接続多面体データ(Disjoint polygon)

非接続多面体データもポリゴンを生成するためのデータ書式の一つです.データの書式を図3に示して

います.前節の多面体データと異なり,各多面体(ポリゴン)を1つづっ記述していきます・非接続多面体

データを格納するファイルには, ".polyg"という拡張子を付けます.ジオメトリ・データに変換するため

にはpolyg-to_geomを用います. facetとsmoothについては,前節の多面体データ(Polyhedron)で説明

したものと同じです.

図7:非接続多面体データ

3.3　球データ(Sphere)

球を表示するためのデータ書式です.図8に球データの書式を示します.球データを格納するファイルに

は, ".sphere"という拡張子を付けます・ジオメトリ・データ-変換するためにはsphere_to_geomを用い

ます・球の色はRGB(赤緑青)の数値で表祝します. RGBの各データは　0.0から1.0までの値を取ります.

各球の座標　各棟の半径　各球の色
(R:eP,G:サ,B:1f)

図8:球データ
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3.4　メッシュデータ(Mesh)

2次元格子のメッシュを作成するためのデータ書式で,法線や色を指定することができます・例えば3次

元地図のデータを描く際に用いる事ができます.メッシュデータを格納するファイルには, ".mesh"とい

う拡張子を付けます.ジオメトリ・データ-変換するた糾こはmesh_to_geomを用います・

メッシュデータには次に示す5つの型が用意されています.

●スカラー(scalar)

●頂点(vertex)

●法線(normal)

●頂点カラー(color)

●法線カラー(nomarl-ancLcolor)

3.4.1スカラー型(scalar)

スカラー型(scalar)は, XY平面の等間隔格子点にスカラ一畳(Z座標値)を指定するものです・データ

の書式を図9に示します.格子間隔は1になります.等間隔でないデータを記述したい場合は次節の頂点

型を用います.

scalar n m

z(il)　Z(12)　・　・　・　　z(ln)

Z(21)　Z(22)　・　・　・　　Z(2n)

Z(ml)　Z(m2)　・　・　・　　Z(mn)

n　　; Ⅹ方向の格子数
3悶m

m　　: y方向の格子数
(整数)

Z(ij) :点ijの大きさ

図9:スカラー型

3　-　-

3.4.2　頂点型(vertex)

頂点型はスカラー型(scalar)と同じく, ⅩY平面にスカラ一畳(Z座標値)を指定するものです.データ

の書式を図10に示します.スカラー型と異なり座標を指定できるため,任意の点のスカラー量を指定する

事ができます.

vertex n m

X(ll) Y(ll)　Z(ll)

X(12) Y(12)　Z(12)

X(ml) Y(m2)　Z(m2)

X(21) Y(21)　Z(21)

X(nm) Y(mn)　Z(mn)
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n　　: Ⅹ方向の格子数
(整数)

m　　: y方向の格子数
(整数)

Z(ij) :点i]の大きさ

図10:頂点型
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3.4.3　法線型(normal)

法線型は,各格子座標点および法線ベクトルを指定する書式です.法線ベクトルは明るさの計算などで

使われます.法線ベクトルが垂直である場合には用いません.法線型の書式を図11に示します・

normal n m

X(ll) Y(ll) Z(ll) NX(ll) NY(ll) NZ(ll)

x(12) Y(12) Z(12) NX(12) NY(12) NZ(12)

X(nm) Y(mn) Z(mn) NX(mn) NY(mn) NZ(inn)

格子点の座標　　　格子点の法線ベクトル

n　=　Ⅹ方向の格子数(整数)

m : Y方向の格子敷く整数)

図11:酷線型

明るく見える

＼

＼見えない

3.4.4　頂点カラー型(color)

頂点カラー型は,頂点型に色データを加えたものです.頂点カラー型のデータ書式を図12に示します.

頂点型データに色を表わすRGB(赤緑青)データが加わっています. RGBの各データは　0.0から1・0まで

の値を取ります.

color n m

X(ll) Y(ll) Z(ll) R(ll) G(ll) B(ll)

X(12) Y(12) Z(12) R(12) G(12) B(12)

X(nm) Y(mn) Z(mn) R(mn) G(mn) B(mn)

格子点の座標　　格子点の色(0.0-1.0)

図12:頂点カラー型

n　=　Ⅹ方向の格子数(整数)
m : y方向の格子数(整数)

3.4.5　法線カラー型(nomarl^ancLcolor)

法線カラー型は,法線型に色データを加えたものです.法線カラー型のデータ書式を図13に示します.

法線型データに色を表わすRGBデータが加わっています. RGBの各データは, 0.0から1.0までの値を

取ります.

normal and color n m

X(ll) Y(ll) Z(ll) NX(ll) NY(ll) NZ(ll)　R(ll) G(ll) B(ll)

X(12) Y(12) Z(12) NX(12) NY(12) NZ(12)　R(12) G(12) B(12)

X(nm) Y(mn) Z(mn) NX(mn) NY(mn) NZ(mn)　R(nm) G(nm) B(nm)

格子点の座標　　　格子点の法線ベクトル　格子点の色(0.0-1.0)

図13:法線カラー型
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解　　　　説

4　おわりに

今回はAVSの標準データ形式の一つであるジオメトリ・データについて説明しました.次回はAVSを

用いてアニメーションを作成する場合について説明したいと考えています. AVSについての質問などがあ

りましたら九州大学大型計算機センターまで御連絡下さい.できるだけ対応していきたいと思います.
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